
日
本
に
欠
如
す
る
用
意
周
到
（
２
０
１
２
・
８
・
７
） 

  

北
極
圏
の
平
均
気
温
は
過
去
五
〇
年
間
で
一
度
以
上
上
昇
し
、
海
氷
の
面
積
が
一
〇
年
毎
に
三
％
程
度
減
少
し
、
夏
季
に

は
同
様
に
八
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
夏
季
に
は
太
平
洋
側
と
大
西
洋
側
を
往
復
で
き
る
水
路
が
開
通

す
る
場
合
が
あ
る
し
、
数
十
年
後
に
は
年
中
、
航
海
が
可
能
に
な
る
と
い
う
予
測
さ
え
あ
る
。
地
球
環
境
の
視
点
か
ら
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
朗
報
と
し
て
い
る
業
界
が
あ
る
。
海
運
業
界
で
あ
る
。 

 

現
状
の
よ
う
に
、
パ
ナ
マ
運
河
や
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
て
ア
ジ
ア
地
域
と
ヨ
ー
ロ
パ
地
域
を
往
復
す
る
場
合
と
比
較
し

て
、
航
路
は
四
割
程
度
短
縮
さ
れ
る
し
、
数
千
万
円
に
も
な
る
運
河
の
通
行
料
金
も
不
要
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
や
ソ
マ
リ
ア
海

域
の
危
険
地
帯
も
回
避
で
き
る
と
い
う
一
石
三
鳥
以
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ
、
北
極
航
路
が
注
目
さ
れ
て
い
る
、
さ
ら
に
北

極
海
の
海
底
に
は
膨
大
な
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
予
測
も
あ
り
、
こ
れ
も
世
界
が
北
極
に
注
目
す
る
根
拠
に
な
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
た
め
北
極
海
に
領
海
を
保
有
す
る
八
カ
国
が
一
九
九
六
年
に
北
極
評
議
会
を
構
成
し
て
利
用
方
法
な
ど
の
議
論
を

開
始
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
国
で
あ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
首
都
レ
イ
キ
ャ
ビ
ッ
ク
で
、
中
国
が
大
使
館
を
拡
大
し
て
大
使
館

員
を
増
員
し
、
中
国
文
化
を
教
育
す
る
孔
子
学
院
も
設
置
し
た
。
そ
の
効
果
に
よ
っ
て
、
中
国
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
推
挙
で

北
極
評
議
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
な
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
や
Ｅ
Ｕ
も
同
様
の
行
動
を
開
始
し
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
八
年
、
中
国
が
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
に
、
中
国
の
伝
統
医
学
で
あ
る
「
中
医
学
」
を
代
替
医
療
の
国
際

標
準
に
し
た
い
と
い
う
提
案
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
、
韓
国
代
表
が
議
長
に
決
定
し
た
。
日
本
に
は
、

起
源
が
中
国
に
せ
よ
、
独
自
に
発
達
し
た
「
漢
方
」
と
い
う
伝
統
医
学
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
な
役
割
を
分
担
で

き
ず
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、「
漢
方
」
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
医
療
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
根
拠
が
あ
る
。 

 

中
国
は
二
〇
〇
六
年
に
国
家
戦
略
「
中
医
薬
国
際
科
技
合
作
企
画
綱
要
」
を
策
定
し
、
八
〇
人
近
い
役
人
に
よ
る
組
織
も

設
立
し
、
世
界
各
国
で
中
医
学
の
施
療
を
実
施
し
て
い
る
。
韓
国
は
二
〇
〇
八
年
に
「
韓
医
技
術
標
準
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
、
二
〇
人
程
の
専
属
の
役
人
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
人
体
の
ツ
ボ
の
国
際
標
準

を
決
定
し
た
と
き
、
九
九
％
を
韓
医
学
の
ツ
ボ
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
日
本
政
府
に
は
専
属
の
部
局
も
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。 

 

三
五
年
前
、
日
本
の
人
口
あ
た
り
癌
死
亡
率
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
二
・
五
倍
と
逆
転
し
て
い
る
。

心
筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡
も
日
本
で
は
一
・
六
倍
に
増
加
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
三
五
％
の
減
少
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
日
本

は
平
均
寿
命
も
日
常
支
障
な
く
生
活
で
き
る
年
数
で
あ
る
健
康
寿
命
も
世
界
一
位
で
あ
る
が
、
前
者
か
ら
後
者
を
引
き
算
し

た
介
護
な
ど
を
必
要
と
す
る
年
数
は
、
過
去
一
〇
年
間
で
ア
メ
リ
カ
が
一
・
二
年
短
縮
し
た
の
に
、
日
本
は
〇
・
四
年
増
加

し
て
い
る
。 

 

こ
の
十
数
年
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
健
康
状
態
は
改
善
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
は
悪
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は

一
九
七
七
年
に
発
表
さ
れ
た
『
マ
ク
ガ
バ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
に
あ
る
。
肉
食
偏
重
が
病
気
の
主
因
で
あ
る
と
憂
慮
し
た
フ
ォ

ー
ド
大
統
領
が
世
界
の
食
事
を
調
査
さ
せ
た
結
果
、
元
禄
時
代
以
前
の
日
本
の
食
事
が
理
想
と
い
う
結
論
に
到
達
し
、
そ
れ

を
背
景
に
、
魚
類
や
野
菜
の
摂
取
を
増
加
さ
せ
て
き
た
が
、
同
一
期
間
に
日
本
の
肉
食
は
急
増
し
た
。
そ
れ
が
日
米
逆
転
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
紹
介
し
た
三
例
は
、
改
革
に
は
長
期
の
用
意
周
到
な
戦
略
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
極
航
路
を
商
船
が
通

行
す
る
た
め
に
は
砕
氷
船
の
先
導
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
で
は
商
用
の
砕
氷
船
を
建
造
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
構
想
す
ら

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
も
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
突
然
の
よ
う
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
増
政
策
が
登

場
し
た
が
、
泥
縄
の
典
型
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
長
期
を
見
通
す
精
神
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。 


